
議会報告会アンケート結果

１．アンケート結果
　※アンケートにご回答頂いた４５名の結果です。

(2)お住いの地区は？
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(5)開催時刻・曜日はいかがでしたか？
№ 項目 件数 占有率
1 早すぎる 0 0.0%
2 ちょうどよい 39 86.7%
3 遅すぎる 1 2.2%
4 他の曜日が良い 1 2.2%
5 無回答 4 8.9%

計 45

(6)開催時間はいかがでしょうか？
№ 項目 件数 占有率
1 短かった 18 40.0%
2 長かった 4 8.9%
3 ちょうどよい 17 37.8%
4 無回答 6 13.3%

計 45

(4)今回の「議会報告会」を何で知りましたか？（複数回答可）
№ 項目 件数 占有率
1 広報はだの 13 20.3%
2 秦野市のホームページ 5 7.8%
3 新聞等の報道 10 15.6%
4 公共施設の掲示板 3 4.7%
5 街頭での広報活動 9 14.1%
6 自治会の回覧板 18 28.1%
7 その他 6 9.4%

計 64

(3)あなたの年齢は？
№ 年代 件数 占有率
1 10代 0 0.0%
2 20代 0 0.0%
3 30代 4 8.9%
4 40代 3 6.7%
5 50代 4 8.9%
6 60代 17 37.8%
7 70代 12 26.7%
8 80代以上 3 6.7%
9 無回答 2 4.4%

計 45

(1)あなたの性別は？
№ 項目 件数 占有率
1 男性 39 86.7%
2 女性 3 6.7%
3 無回答 3 6.7%

計 45
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(7)開催時期はいかがしょうか？
№ 項目 件数 占有率
1 現状の時期でよい 38 84.4%
2 時期をずらした方がよい 2 4.4%
3 その他の意見 0 0.0%
4 無回答 5 11.1%

計 45

(8)開催場所はいかがでしたか？
№ 項目 件数 占有率
1 このままでよい 39 86.7%
2 地区ごと(公民館等)がよい 2 4.4%
3 その他 2 4.4%
5 無回答 2 4.4%

計 45

(9)今回の内容、説明はいかがでしょうか？
№ 項目 件数 占有率
1 よかった 14 31.1%
2 ふつう 14 31.1%
3 悪かった 10 22.2%
4 無回答 7 15.6%

計 45

(10)議会報告会は、今回で４回目の開催となりましたが、今後も
　　継続して開催する必要があると思いますか？
№ 項目 件数 占有率
1 議会報告会は必要 41 91.1%
2 必要でない 1 2.2%
3 その他 3 6.7%

計 45

「(10)」で「必要」と回答した方の回数
№ 項目 件数 占有率
1 年間１回 5 11.1%
2 年間１～２回 2 4.4%
3 年間２回 17 37.8%
4 年間２～３回 1 2.2%
5 年間２～４回 1 2.2%
6 年間３回 2 4.4%
7 年間４回 6 13.3%
8 年間５回 0 0.0%
9 年間６回 2 4.4%
10 無回答 9 20.0%

計 45
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(11)お気づきになった点や発言できなかった事項、また議会報告会の開催回数、報告してほしいテーマ等について、ご意見、ご要望がありま
　　したら、ご自由に裏面にお書きください。
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意見・要望

回答はハグラカシ的、問答はガス抜き的、報告会は終りさえすればGood
報告会の意識見直し、活性化検討要。
講演会は、今様課題が新鮮、地方創生、秦野創生の後押しをされた気分。
前半報告会のガッカリ性を充分補強してくれた。

(1)市債768億円について、今後人口減少。高齢化が進む中で、その対策の達成と市債とのバランスを考えて欲しい。そうでないと
人口減少と高齢化した社会では768億円は大き過ぎる。
(2)秦野日赤の評判は、市内では最悪であります。妻が助産師であり、看護師でありますが努めている病院に逆に日赤から患者が
回されてくるようです。何とか市の方からの要望で秦野日赤の立て直しを要望して欲しい。医院からの重病者も市内の方なのに、東
海大や平塚市民病院へ送っているとのことです。何とかしないと。
(3)せっかく議員さんが来て頂いているのに時間が短すぎると思います。もう少し時間を長くして欲しいと思います。

(1)総務分科会で出された質問は、今日の場に不適当、時間も長すぎる。これを上手く終わらせることができない司会には問題があ
る。
(2)市の財政状況を判断するのに「家を建てるの借金は当たり前」とか「他市と比べても悪くない」という考えは正しくない。後世に負
担を残さない借金のない財政状況を目指すべきである。他と比べるなら一番になること。それ以下はダメ。

(1)四つ角周辺、空き店舗(老朽化により)安全面でも危険な物件、特に乳牛通り入口。
(2)四つ角に人を集める工夫、ベットタウン化が定められた方向なのだろうか。まず、街並みの再構築はできないだろうか。
歩道の拡幅(電柱、電線の地中化)、車乗り入れの制限や一方通行を進める。
(3)秦野駅北口・東側、イトーヨーカ堂に至る歩道整備と電柱撤去により、素晴らしい景観を得ることが出来たが、某不動産会社の
駐車場が大きくハミ出しており、画龍点晴を欠く。県道であるとのことだが、事故の被害を受けるのは秦野市民です。

(1)カルチャーパーク整備で、バラ園の案があるが反対です。
　バラ園でなく、子どものためのスケートボード等の広場にして欲しい。危ないのではなくて積極的に遊べる広場にして欲しい。
(2)マイナンバーの取り組み
(3)エネルギー、原発、東電への対応

予定のポイントを数字を交えて説明して欲しい。質問内容がメインになって予算について説明がない。

(1)毎回、決まった人しか出席していない(後援会、自治会動員)ことは、以前からの懸案事項です。ひとつの試みとして、上智大学
や東海大学の学園祭で行うのはどうなのですか。少なくても高齢者中心の議会報告会に風穴を開けることができます。
(2)議会に関する質問に対する回答が「的外れ」の印象があります。
(3)第２東名高速道路開通に伴い、消防、救急の管轄は秦野～御殿場という話ですが、いざ出動し救護者が出た時に搬入病院は
どう考えているのでしょうか。

(4)日赤病院の産婦人科を引き揚げた問題ですが、日赤を見限って他病院を考えるという議論、選択肢は全く考えていないように
感じます。
(5)分科会毎に議員が前に出て各人の質問について説明したのは良い試みだと思います。できれば、当日配布された資料は議会
報告会前にネットで入手できれば良いと思います。
(6)各分科会で質疑応答は「１人１問のみ」では、あまりにも少な過ぎます。
(1)質問時間が短い点について
①報告会なので、報告だけというのなら分かるが、せっかく質問を受付けているのに時間がないからと打ち切ったりしている。
②テーマを絞った上で、議員の報告とそれに対する出席者の意見交換を十分な時間をとって行える機会などがあればいいと思い
ますが、いかがでしょうか。
③２～４時の２時間で報告会と講演会は短すぎるので見直しを！

(1)毎年、何をどう実施したか、報告書を市議会へ提出して下さい。
それをまとめて市民へ提出してください。
仕事をしていない議員は即、辞職頂きたい。
(不要議員を養うほど、秦野市は財政的に余裕がありません。)
(2)議員定数を見直すべきである(平成27年度中)。
(3)「少子高齢社会」への対応が日本国全議員(国、市、町、村）最優先として全力で取り組んで頂きたい。
(4)給料に見合う仕事をやって頂きたい(国、地方公務員全員、市役所職員、市議会議員すべて)。

(１)松藤さんの講演は素晴らしく良かった。
(2)地球環境の話がない(取り組み、活動など)。CO2削減などレベルアップが必要。

広報はだのの改革
・小田急４駅の広場にモニターテレビの設置。一日の街のニュースを１０～１５分流す。
　コミュニケーションの伝達波及が起こる。議会報告も可能になる。

議会だよりに、各議員の出席率等の報告をすべき。
各議員の行動が少ない。反論も出すべきである。

(１)資料と説明の対応が分かり辛い(場所による)。
(2)全体的には良い機会だと思います。
・本内容(資料)を市ホームページへ掲載した方が良いと思います。
・内容を減らしてでも回数を増やす。質疑応答の時間を増やす。など改善できると思います。

(1)大山からの観光客を蓑毛を通して帰るルートの設立をして欲しい。
(2)伊勢原大山地区の第４の観光地の県の方針を秦野も更に積極的に参加を
(3)蓑毛地区の活性化では既効果の施策を考えますがいかがですか。

主な市町村の予算、人口、借金を公表して欲しい。

今回の１部、２部の構成は大変良かった。
議員さんの意欲が感じられた。
手づくりの資料も感謝致します。
このような機会をつくっていただき感謝申し上げます。

あなた達の工数はいくらか。考えて話してますか。限られた時間の中で有意義に進める(市民からの質問を受ける)ためのものなの
に、議員が話すぎ。事前に内容を時間内にマトメて話せ。
一人だけしか守って話していない。参加者全員(議員含め)、ただ聞きに来ただけで終わって会はムダ。
このムダ分の工数はどれだけ損したか考えて下さい。
ムダをなくせない議員に議会が市政が運営できるのか。

⇒御殿場の病院に搬送し、病状によってはドクターヘリの活用も検討するとのことです。 
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(1)秦野市議会報告会に参加させていただき、より市政に興味を持ちました。毎回参加したいと思います。
(2)松藤　講師の内容は配布された資料を一読した時は、表面的な感じを受けましたが、いざ話に入ってみたら、役に立つ内容で
良かったと思いました。
この時、ほとんどの議員さんが退席されていたので、退席した議員さんがどれだけ真剣なのか疑います。

(1)子育てが終わった者に対し、ご苦労様の労い金を出して欲しいと思います(発言しましたが、もう一度ここに書きます。)
１人1,500万～2,000万円位かけて育てたのですから、育てなかった人とは大きく離れすぎます。
また、これをすることによって少子化どころか、もっと子供の数が増えてくると思います。
※子育てには、経済の安定があることが前提だからです。
(2)これも発言しましたが、「秦野のおみやげコンクール」をしたらどうか。プロ・アマ関係なしで秦野の高級感が高まると思います。
(秦野＝盆地＝田舎)の脱却です。
ちなみに「たばこ祭」の名前は、逆に高級感を消してしまいます。

秦野市防災対策推進を実現して下さい。
《参加者》
・市議会議員全員
・市職員全員
・市民全員
※対策推進組織づくり
※命を守る行動指針

出席していない議員の名前、理由はどのようか。

(1)新東名について、市民は計画が知らされていない。
①全体のイメージ、ビジョン
②施行計画
③進行具合
もっと「市広報」などに、良く分かるように知らせて欲しい。
秦野は、丹沢・大山など、自然環境が県内でも有数の観光地であり、新東名建設は、景観を壊さないか心配。
工事過程で土砂の処理などで水源を破壊しないか。現在の平穏な環境を守れるのでしょうか。
（2）曲松－平沢西の２４６号線裏街路について
①歩道の路面が不安定で歩きにくい
・幅が広かったり、狭かったりする。
・路面が平面でなく斜面が多い。また、凸凹している。
・下水道のフタの穴が大きいと車椅子や歩行器の車輪が入る。
・車も道が狭くて通りにくい。
②先日、通学路について、平面化して、色別に分けている(茶色、緑色など)、この方式を通学路だけでなく全市で計画的に進めて
いただけないでしょうか。
※私どもは、車椅子、歩行器利用していますが、賛同者の方もおられます。町が高齢化して、杖の方も多いです。市全体の街路計
画として考えて下さい。
＜念のため＞
秦野市は、ベンチが多いですね。良いことだと思います。特に木造のベンチはいいですね。

災害の初動プログラムは、あるのでしょうか。
あるのなら、それを周知させて下さい。

地方創生、生き残るまちづくりとは、秦野市民が決めること。住民の活性化で秦野市の創生を作ることである。
自分のために住民で力を合わせて街を守ることが、地方創生という。
市民、秦野市、市民の団結で創生を作ることである。
自治体で決めること。
大変良かったです。松藤先生の話。
商店街活性化とは、地域住民の収入の増加は秦野市民の所得を１．５倍計画が大事。

マグニチュード８クラスの大地震がいつ起きてもおかしくない状況にある。
盆地の中には緊急輸送路が確保されているが、鶴巻・大根地区にはない。
このため、避難所(鶴巻小学校、中学校、大根小学校、中学校)へ避難できたとしても、そこへ緊急物資を輸送できる道が確保され
ていないので、輸送が途絶えてしまう危険性が高い。
緊急輸送路を確保する必要がある。そのためには、県道６１２、６１３を緊急輸送路と使えるようにする(大根小学校へ運べる)とともに
東北塩見(計画道路)を早期に整備して(鶴巻小学校中学校 へ運べる)欲しい。税金を安全・安心のために使って欲しい。

⇒佐藤敦議員、込山弘行議員については、日程の都合がつかず欠席でした。吉村慶一議員は、「議会報告会の費用と分担を

決めた手続き、講演会の部分について、納得しがたい疑義がある」とのことで、不参加を表明されました。 
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